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Ⅰ  こども若者相談支援センターの概要 
 

１ 施設の概要 

 （１）設置目的 

青少年の非行防止及び健全育成を図るための青少年指導センターの機能に加え、こどもと子育て

家庭に関する様々な不安や悩みに対応するための相談機能を有する相談機関として、平成18年4月

に「子供相談支援センター」を設置した。 

令和５年4月の組織改正により、困難を抱える若者（39歳まで）への支援を分掌事務に加え、こど

も・若者に関するワンストップ相談窓口機能を強化し、名称を「こども若者相談支援センター」に変更し

た。 

 

 （２）所在地 

仙台市青葉区錦町一丁目３番９号 

 

 （3）施設内容 

仙台市役所錦町庁舎２階  専用面積 900.05㎡ 

 

 

2 組織の概要 

 （１）組織及び職員構成（令和7年5月1日現在） 
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 （2）事務分掌 

面接相談、こども若者電話相談、子育て何でも電話相談、こども若者メール相談、ヤングケアラー相談、

ふれあい広場・就労支援活動、ふれあい広場サテライト、青少年等の健全育成及び啓発、児童福祉団

体・青少年団体の指導育成、街頭指導活動、補導関係機関との連絡調整、宮城県青少年補導センター

連絡協議会事務局、所内庶務 

 

3 沿革 

○ 昭和38年11月13日 開設 

青少年の非行防止の活動拠点として、仙台市外記丁、宮城県社会福祉会館内に「青少年指導室」

（民生局社会課）が設置。 

○ 昭和43年 ８月 事務所移転 

開所以来５度の事務所移転を経て、現在の錦町庁舎内に移転。 

○ 昭和51年 4月 所管変更 

主管課が民生局社会課から市民福祉課へ移管。 

○ 昭和55年11月 中学校区街頭指導開始 

中学校一校区を指導区として、街頭指導を全市域に拡大。 

○ 昭和56年 6月 ヤングテレホン開設 

ヤングテレホン相談を開設。受付時間は平日の午前８時30分～午後４時30分。 

○ 昭和59年 4月 組織改正、改称 

組織改正により、市民局市民生活部に婦人青少年課が新設され、民生局から移管。同時に「仙台市

青少年指導センター」と改称。 

○ 昭和63年 4月 二種公所化 

組織改正により、婦人青少年課から独立し、二種公所となる。 

○ 平成 元年 4月 政令指定都市昇格、無職少年対策「ふれあい広場」開設 

無職少年非行対策事業として、「ふれあい広場」を開設する。その後、「ふれあい広場」は不登校生徒

の適応教室事業も兼ねる。 

○ 平成 3年 4月 組織改正 

組織改正により、市民生活部泉青少年指導センターが当センター内の第三種公所となる。 

○ 平成 4年 4月 組織改正 

組織改正により、主管部が生活文化部になる。 

○ 平成 5年 4月 組織改正 

組織改正により、泉青少年指導センターを廃止。 

○ 平成 9年 6月 ヤングテレホン相談の受付時間変更 

ヤングテレホン相談受付時間を、平日の午前８時30分～午後５時までに延長する。 

○ 平成10年 6月 ヤングテレホン相談の24時間化 

閉庁時間帯の業務を「仙台いのちの電話」に委託（令和３年４月から委託先を民間事業者に変更） 

○ 平成11年 6月 ヤングテレホン相談のフリーダイヤル化 

365日24時間受理体制に加えて、フリーダイヤルの開始。 

○ 平成12年 4月 組織改正 

組織改正により健康福祉局こども家庭部が新設され、市民局生活文化部から移管。 
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○ 平成14年 4月 事務室及びふれあい広場増設 

○ 平成18年 4月 組織改正、機能拡充 

組織改正により子供未来局が新設され、「青少年指導センター」の機能を拡充強化した「子供相談支

援センター」を開設。相談支援係及び青少年指導係の２係体制となる。 

○ 平成24年 4月 相談員体制の変更 

ヤングテレホン相談員及び子育て何でも電話相談員を統合し、ヤングテレホン及び子育て何でも電

話相談の両担当制とする。 

○ 平成26年 4月 メール相談の開始 

電子メールによる「ヤングメール相談」及び「子育て何でもメール相談」を開始する。 

○ 平成29年 4月 業務整理 

「ふれあい広場活動」と「就労支援活動」を「ふれあい広場・就労支援活動」に一体化し、相談支援係

の業務とする。また、「ヤングメール相談」と「子育て何でもメール相談」を統合し、「子どもメール相談」

とする。 

○ 平成31年 4月 ふれあい広場サテライトの開設 

市民協働事業提案制度を活用し、ＮＰＯ法人アスイクが市内3か所（仙台駅東口・泉中央・長町）で

「ふれあい広場サテライト」を開設する。（２か年予定） 

○ 令和 2年 3月 新型コロナウイルス感染症を受けての活動自粛 

新型コロナウイルス感染防止対策による仙台市立学校休校措置を踏まえ、「ふれあい広場・就労支

援活動」及び「青少年指導員による街頭指導」を休止することとする。 

○ 令和 2年 4月  

「ヤングテレホン相談」のフリーダイヤルが携帯電話やスマートフォンからも対応可能となる。 

○ 令和 2年 6月  

仙台市立学校再開に伴い、「ふれあい広場・就労支援活動」及び「青少年指導員による街頭活動」を再開。 

○ 令和 3年 4月 ふれあい広場サテライトの業務委託化 

ふれあい広場サテライトを仙台市内３か所（仙台駅東口・泉中央・長町）で業務委託事業として開設する。 

○ 令和 3年 4月 新型コロナウイルス感染症を受けての活動自粛 

仙台市内に新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言及びまん延防止等緊急措置が発令されたこ

とを踏まえ、青少年指導員による中央街頭指導を当面の間中止し、所内の専任指導員による所員指導

のみ実施することとする。 

○ 令和 4年 4月 ヤングケアラー相談窓口開設 

ヤングケアラー相談窓口を開設する。 

○ 令和 5年 4月 組織改正・機能拡充 

困難を抱える若者（39歳まで）への支援を分掌事務に加え、「子供相談支援センター」から「こども若

者相談支援センター」に改称。「ヤングテレホン相談」及び「子どもメール相談」の対象を39歳まで拡大

し、それぞれ「子ども若者電話相談」及び「子ども若者メール相談」とする。 

○ 令和 7年 4月 組織改正・係制廃止 

センターの持つ各機能をより円滑に連携させるため、係制を廃止。 
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４ センターの役割 

乳幼児期から 39 歳までの若者に至るまで、子育て家庭とこども・若者に寄り添い、自立に向けた支援

をする相談機関であり、関係機関との連携のもと、必要な支援をコーディネートする役割を担う。困難を

抱えるこども・若者への支援が、制度の制限や年齢により途切れてしまうことがないよう、不安や悩みにフ

レキシブルに対応し、必要な支援を提供することを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 関係機関との連携 

子ども・若者育成支援推進法第 19条第 1項の規定に基づき、社会生活を円滑に営む上で困難を有す

るこども・若者への効果的な支援を図るため、令和 5 年度に仙台市子ども・若者支援地域協議会を設置

し、幅広い関係機関によるさらなる連携推進に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0歳から 39歳まで、こども・若者をトータルで見守り、支援する相談機関 

支援が必要なこどもや若者を「見つけ」「つなぎ」「支援」する、フレキシブルな機関 

こども・若者に親しまれ、関係機関から信頼される、こども・若者支援のコーディネート機関 
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Ⅱ  相談活動 
 

１ 面接相談 

 （１）概要 

こども・若者本人に関する様々な悩みや問題行動、育児に関わる悩みや不安について、月曜日から

金曜日（祝日、年末年始を除く）の午前８時30分から午後５時まで、専任相談員等が対応している。 
 

 （２）相談状況 

①こども・若者に関する面接相談 

・相談内容では、「学校生活」の相談が一番多く、30件となっている。内訳は、「不登校」に関する相談が 

２６件で９割近くを占めている。次いで「家庭生活」に関する相談が多く、その中では「ひきこもり」に関す

る相談が半数以上を占めている。 

・相談者別では、「本人」からの相談回数が最も多く、次いで「母」となっている。また、学校や児童相談所

など「関係者」からの相談も多い。 

◆内容別受理状況                                            （単位：件、回） 

 
学校 
生活 

家庭 
生活 

反社会
的行為 

身上 
関係 

職業 
問題 

対人 
関係 

生き方 メン 
タル 

性問題 その他 合計 回数 

R4年度 67 15 0 0 1 1 1 0 0 0 85 234 

R5年度 53 29 3 2 8 0 7 5 0 0 107 40３ 

R6年度 ３０ １９ １ １ ６ １ 9 3 ０ ０ ７０ ２８９ 

◆相談者別受理状況（R６年度）                                    （単位：件、回） 

 本人 母 父 本人 
と母 

本人 
と父 

両親 本人と
両親 

関係者 本人と
関係者 

合計 

件数 １６ ２５ ２ １１ ２ ５ １ ４ ４ ７０ 

回数 １１８ ７１ ５ ２２ ２ ７ １ ５５ ８ ２８９ 

 

②子育てに関する面接相談 

・主な相談内容は「行動・癖」「子育て不安」であり、「相談対象者」で見ると、「小学校下学年（1～3年生）」

が多い。 

・令和６年度は当センターのホームページを見て面接相談を申し込むケースや、子育て何でも電話相談

から繋いだケースが多い。 

◆内容別受理状況                                            （単位：件、回） 

 こどもに関すること 相談者自身に関すること 
合計 回数 

授乳 
食事 
栄養 

病気 
行動 
・癖 

不登園 
不登校 

その
他 

子育て 
不安 

家族と
の関係 

人間 
関係 

メン 
タル 

その
他 

R4年度 0 0 0 2 3 0 0 3 0 1 0 9 17 

R5年度 0 0 0 3 3 1 2 1 0 0 0 10 18 

R6年度 ０ ０ ０ ４ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ６ ６ 

◆相談対象者の内訳（R６年度）                                       （単位：件） 

年齢 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 小学校下学年 合計 

件数 ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ４ ６ 
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2 こども若者電話相談 

 （１）概要 

こども・若者自身の悩み、こどものしつけや問題行動などについて、本人又はその保護者などからの

相談を受け、支援・助言を行っている。 

専任相談員及び電話相談員が、月曜日から金曜日の午前８時30分から午後５時までを担当し、午

後５時から翌朝８時30分までと土・日・祝日及び年末年始は業務委託により24時間365日相談を受

け付けている。令和２年度から、フリーダイヤルが携帯電話やスマートフォンからの電話にも対応可能

となっている。 
 

 （２）相談状況 

・令和6年度は、昨年度に引き続き相談総件数2,３２４件のうち本人からの相談が1,7８1件と多くを占め、

特に高校生や学生より上の年代からの相談が多く寄せられた。また、「母親」からの相談が４９７件で、全

体の約2割を占めている。 

・近年は、他機関からの紹介で入電があったケースや、こども若者電話相談から面接相談へ繋ぐケースな

どが増えている。 

◆内容別受理状況                                               （単位：件） 

 
学校 
生活 

家庭 
生活 

反社会
的行為 

身上 
関係 

職業 
問題 

対人 
関係 

生き方 メン 
タル 

性問題 その他 
本人小計 保護者

計 合計 
男 女 

R4年度 189 201 19 39 3 150 57 59 54 208 416 193 370 979 

R5年度 258 411 9 96 117 297 447 206 170 198 820 891 498 2,209 

R6年度 １９４ ５０１ １１ ８０ １０３ ４０５ ６３８ １３５ ４６ ２１１ ６５２ 1,129 ５４３ 2,324 

◆月別受理状況（R６年度）                                          （単位：件） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

件数 １９８ １７７ ２０５ ２０６ ２１７ ２３９ ２３２ １６７ １８６ １４８ １５６ １９３ 2,324 

◆相談者別受理状況（R６年度）                                       （単位：件） 

本人 
小学生 中学生 高校生 他学生 有職 無職 不詳 － 合計 割合 

１２ １７ １０９ ７２ ５２８ ７６０ ２８３ － 1,781 7６.６% 

保護者等 
父親 母親 祖父母 兄弟姉妹 夫妻 親戚 教師 その他 合計 割合 

２９ ４９７ ９ ２ ０ ０ ０ ６ ５４３ 2３.４% 

 

3 子育て何でも電話相談 

 （１）概要 

授乳、離乳食、身体の発育、こどもの性格、しつけ、病気など、安心の子育てと子育てを楽しめる環

境づくりを考える相談窓口として開設している。 

専任相談員及び電話相談員が月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）の午前８時30分から午

後５時まで相談を受け付け、支援・助言を行っている。 
 

 （２）相談状況 

・総相談件数は８７４件と前年度からやや減少した。「こどもに関すること」が317件、「相談者自身に関す

ること」が５５７件となっており、母親からの相談が全体の約96％を占めている。相談対象者は、「５歳」

「小６」「0歳」の順に多かった。 

・こどもに関する相談では、「行動・癖」に関する相談が７５件と最も多く、以降多い順に、「食事・栄養」「授

乳」となっている。 
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・相談者自身に関する相談では、「子育て不安」に関する相談が2４８件と最も多く、以降多い順に、「家族

との関係」「人間関係」となっている。 

◆内容別受理状況                                              （単位：件） 

 こどもに関すること 相談者自身に関すること 
合計 

授乳 
食事 
栄養 

病気 
行動 
・癖 

不登園 
不登校 

その他 
子育て 
不安 

家族と
の関係 

人間 
関係 

メン 
タル 

その他 

R4年度 42 69 22 117 38 215 216 154 66 86 52 1,077 

R5年度 30 51 23 110 39 248 230 140 100 69 33 1,073 

R6年度 ２４ ３５ １４ ７５ ２２ １４７ ２４８ １２２ ９２ ３７ ５８ ８７４ 

◆月別受理状況（R６年度）                                         （単位：件） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

件数 ９９ ９６ ８１ ９０ ７１ ７２ ７１ ７６ ７０ ４５ ６１ ４２ ８７４ 

◆相談者別受理状況（R６年度）                                      （単位：件） 

 本人 父 母 
祖
母 

祖
父 

兄 姉 弟 妹 親戚 教師 他 
未確
認 

合計 

件数 ３ １７ 840 9 0 0 1 0 0 0 0 １ ３ ８７４ 

◆相談対象者の内訳（R６年度）                                      （単位：件） 

年齢 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 小1 小2 小3 

件数 100 32 34 29 22 150 57 44 19 46 

年齢 小4 小5 小6 中学生 高校生 他学生 有職者 無職者 不詳 合計 

件数 38 9 148 79 27 22 0 3 15 ８７４ 

 

４ こども若者メール相談 

 （１）概要 

こども・若者の様々な悩みや、育児に関わる悩みや不安につい

ての相談をメールで受け付け、対応している。対象者は、仙台市

内に在住または仙台市内に通学・通勤しているこども・若者とその

保護者、仙台市内在住で子育てについて悩む保護者としている。 

こども若者メール相談のQRコードは、市ホームページの他、各

種ＰＲカードやリーフレットに載せている。 

 

 （2）相談状況 

・令和６年度の受信件数は３５件で、前年度(４４件)に比べてやや減少した。 

・事業の趣旨に沿った内容である「相談」３３件に対し、それ以外の「問合せ等」は２件で、当センターの業

務外のことに関しては、適切な相談窓口を紹介するなどして対応している。なお、メール相談の中でいじ

めや希死念慮、虐待など、即時対応が必要な場合には、関係機関へ情報提供し、支援連携を図っている。 

・相談者は「保護者」が最も多く（２１件）、中学生以下のこどもをもつ母からの子育てに関する相談が全体

の半数を占める。 

・メールの特性上、内容をじっくり考えて返信することができる一方で、文字だけでは十分に伝わらないニ

ュアンスもあるなど、限られた情報の中で対応を検討することの難しさや、緊急を要する事柄について対

応できないという面がある。そのため、詳しく話を伺う必要のある相談や、複数回にわたる相談について

は、電話相談や面接相談を勧めている。今後もメール相談のみでの問題解決を図るのではなく、それぞ

れの相談方法の利点を活用していくことが必要と考えられる。 

こども若者メール相談の QR コード 

（仙台市ホームページ） 
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◆内容別・相談者別受理状況                          （単位：件） 

 内容 相談者 
合計 

相談 問合せ等 本人 保護者 その他 不明 

R4年度 56 5 13 41 3 4 61 

R5年度 41 3 6 32 5 1 44 

R6年度 ３３ ２ １０ ２１ ２ ２ ３５ 

 

５ こども若者SNS相談 

（１）概要 

学校や家庭、人間関係や仕事などの様々な不安や悩みについて、気軽に相談ができるよう、令和6

年6月よりLINEを活用した相談窓口を開設している。対象は、仙台市内に在住する小学校高学年児

童から39歳までのこども・若者とその保護者としている。 

毎日（祝日・年末年始を含む）午後5時から午後10時まで相談を受け付け、支援・助言を行っている。 
 

 （２）相談状況 

相談内容では、「家庭生活」が28件と最も多かったが、内容は多岐にわたり、20～30代では複合的な

悩みを抱える相談も多かった。また、10代のこどもからは学校で感じる友人関係のモヤモヤや家族との関

わりに関しての相談も寄せられ、幅広い年代の相談に対応した。 

◆内容別受理状況                                   （単位：件） 

 
学校 
生活 

家庭 
生活 

反社会
的行為 

身上 
関係 

職業 
問題 

対人 
関係 

生き方 メン 
タル 

性問題 その他 合計 

R6年度 24 28 0 2 22 22 4 18 1 20 141 

 

６ 義務教育終了後のつながりサポート事業 

不登校の傾向があるなど、義務教育終了後に社会とのつながりが途切れてしまうことが懸念される青少

年やその家族に対し、適切な支援とのつながりを持つことができるようサポートしている。 

 

７ ヤングケアラー相談 

ヤングケアラー（家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められるこども・若者）

について、適切な支援につなげるため、24時間365日、電話で相談に応じるほか、メールや面接による相談

にも応じる「ヤングケアラー相談窓口」を、令和4年度に開設している。 

 

８ 相談員向け研修会の実施 

電話相談員の知識・技術を高めるため、研修会を実施している。 

実施日 内  容 

令和６年 

４月２日(火) 

・講 話「相談者に寄り添う電話相談の心得」 

                         キャプネット・みやぎ  鈴木 俊博 氏 

５月８日(水) 
・講 話「現場からみる電話での伴走支援」 

        認定NPO法人 Switch法人マネージャー  田口 雄太 氏 

７月１０日(水) 
・事例検討会（全般に関するスーパーバイズ） 

宮城教育大学 名誉教授  佐藤   静 氏 
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実施日 内  容 

９月１１日（水） 
・講 話「仙台市児童相談所について」 

仙台市児童相談所 

１０月２９日(火) 

・講 話「わんすてっぷの事業内容並びに生活支援について」 

一般社団法人パーソナルサポートセンター 

仙台市生活自立・仕事相談センター「わんすてっぷ」アウトリーチ支援センター

所長  佐藤  圭司 氏 

１１月２７日(水) 
・事例検討会（特別支援・発達に関するスーパーバイズ） 

宮城学院女子大学 教授  梅田 真理 氏 

令和７年 

１月３０日(木) 

・講 話「地域子育て支援事業について」 

仙台市支倉保育所  

２月１８日(火) 

・講話（関係機関職員研修会） 

「教育と福祉のネットワークを活用した支援の実際」～本当に必要なところ

へ支援を届けるために～ 

公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会 こども若者支援担当部長 

  松田 考 氏 

３月７日(金) 
・事例検討会（若者に関するスーパーバイズ） 

尚絅学院大学 准教授  内田 知宏 氏 
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Ⅲ ふれあい広場・就労支援活動 
 

１ ふれあい広場活動 

 （１）活動の概要 

学校に行けない、学校に行っても安らげない、日中安定した居場所が欲しいなどの青少年が、日常的

に通所して活動できる場として「ふれあい広場」を設置し、支援活動を行っている。月曜日から金曜日(祝

日・年末年始を除く)の午前９時30分から午後４時まで開所しており、開所時間内であれば、いつでも来

所することができる。令和3年度から、３か所のサテライト（仙台駅東口・泉中央・長町）を開設している。 

対象は、小学校高学年から概ね20歳までの青少年であり、必要に応じて学校、各関係機関等と連携を

図り、支援を行う。 
 

 （2）活動実績 

・延べ通所者数、登録実人数とも、本体では「無業者等」の青少年が多い傾向にあり、義務教育終了後

の通所先となっている。一方、サテライトでは小学生から高校生の登録数が全体の約9割を占めてお

り、中学から高校へ進学した通所者の登録継続によって高校生の占める割合が増加傾向にある。 

・学校や就労関係事業所等と連携し、利用開始までの過程だけでなく、通所開始後も必要に応じ随時

連絡を取り合いながら、支援を行っている。 

◆学識別通所者実人数                                             （単位：人） 

 
小学生 中学生 高校生 大学生 他学生 無業者等 男女別計 

合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

R４年度(本体) 2 3 6 5 7 5 0 1 0 2 10 6 25 22 47 

R４年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 9 2 36 26 14 18 1 1 0 1 5 6 65 54 119 

R５年度(本体) 2 4 5 6 7 5 1 2 0 2 8 6 23 25 48 

R５年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 8 3 39 21 21 21 1 0 1 2 5 4 75 51 126 

R6年度(本体) ２ ０ ５ ７ ８ ９ １ ３ ０ １ ５ ６ ２１ ２６ ４７ 

R6年度(ｻﾃﾗｲﾄ) １０ ２ ３６ ２１ ２７ ２３ ２ ２ ２ １ １ ６ ７８ ５５ １３３ 

◆学識別通所者延べ人数                                             （単位：人） 

 
小中学生 高校生 大学生 他学生 無業者等 男女別計 

合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

R４年度(本体) 212 433 552 111 0 0 1 8 174 156 939 708 1,647 

R４年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 1,850 617 324 200 93 1 0 1 332 38 2,599 857 3,456 

R５年度(本体) 296 411 223 155 7 24 0 9 426 96 952 695 1,647 

R５年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 2,565 1,176 320 327 83 0 0 1 270 33 3,238 1,537 4,775 

R6年度(本体) １３１ ３５５ １７３ １４６ １ ３８ ０ １１ １９６ １２６ ５０１ ６７６ 1,177 

R6年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 2,648 857 729 757 188 24 8 11 1 51 3,574 1,700 5,2７4 

◆学識別訪問支援延べ人数                                           （単位：人） 

 
小中学生 高校生 大学生 他学生 無業者等 男女別計 

合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

R４年度(本体) 3 27 13 7 0 22 0 0 43 11 59 67 126 

R４年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 53 3 0 4 1 0 1 0 5 0 60 7 67 

R５年度(本体) 6 39 37 15 0 27 0 5 54 49 97 135 232 

R５年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 35 20 3 8 0 0 0 0 10 2 48 30 78 

R６年度(本体) ２ ７ ２６ ３９ ０ ２１ ０ ９ ４３ ６５ ７１ １４１ ２１２ 

R６年度(ｻﾃﾗｲﾄ) ３３ １ ５１ ０ 0 0 0 0 0 1 84 2 ８６ 
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◆関係機関との連携件数（令和６年度）                                    （単位：件） 

 学校 
児童 
相談所 

アー 
チル 

市教委 
障害者 
就労 
支援C 

区役所 Switch 
ハロー
ワーク 

事業所 その他 合計 

通所者に 
関すること 

本体 57 30 0 0 0 13 35 8 35 182 360 

サテライト 128 9 11 18 0 48 0 0 0 41 255 

ケース会議 
広報等 

本体 28 0 0 0 0 11 0 0 3 7 49 

サテライト ２ １ ２ １ 0 １ 0 0 0 ５ １２ 

新規・支援依頼 
本体 8 2 8 1 0 1 0 0 0 6 26 

サテライト ２ １ ４ 1０ 0 １ 0 0 0 ７ 25 

  

（3）就学支援 

中卒者や高校中退者に対して、学び直しや進学の機会を確保するための就学支援を行う。令和６年度、

本体では７名（大学２名、専門学校１名、全日制高校1名、通信制高校３名）、サテライトでは24名（大学２

名、専門学校1名、全日制高校6名、定時制高校1名、通信制高校1４名）が進学している。 
 

 （4）年間行事実施状況 

ふれあい広場では、年間を通し、通所者を対象に行事を開催している。通所者が話し合い活動に参加

したり、準備を相談員と行ったりすることで、行事を一緒に作っていくという経験を積むとともに、体験活

動への取り組みにより、人と関わる力を育て、皆で作り上げる喜び・物事を達成できた経験を通して、こど

もたちが自信を持つことに繋がっている。 

また、他の通所者と協力して活動に取り組んだり、実際に人のために働く体験をしたりすることを通して、

職業観を育てるとともに、自立への基礎の醸成を図っている。 

◆ふれあい広場（本体）の主な行事（令和６年度） 

月 内容 月 内容 

4 野外活動（県民の森） 11 職場見学（仙台中央警察署） 

5 施設見学（八木山動物公園） 12 ふれ広「クリスマス会」 

6 陶芸体験（堤焼針生乾馬窯） 1 ふれ広「文化祭」 

7 ふれ広「モザイクコースター作り」 2 施設見学（仙台市科学館） 

8 ふれ広「夏祭り」 3 ふれ広納会 

9 ふれ広「泉ヶ岳にいこう」 
他 

スポーツ活動、卓球大会「Ｔカップ」、世
界のゲーム、各種ミニ行事 10 芋煮会（水の森公園キャンプ場） 

 

2 就労支援活動 
 （１）活動の概要 

中学校卒業後進学せず、あるいは高校を中退して無職のままでいる青少年、なかなか仕事が長続きせ

ず不安定な生活を送っている青少年、仕事に就くことで生活環境を変える必要のある青少年等を対象と

して、個々の事情を汲み取りながら、専任相談員が、履歴書や職務経歴書等の書き方、面接の受け方な

どの指導を行うとともに、ハローワークでの手続き、事業所への連絡など、分からないことの相談に乗るな

どの支援を行っている。出前講座や就労体験活動など、市内の若者就労支援事業所とも共同しての支援

にも取り組んでいる。 

青少年が前進しようと思った気持ちを受け止め、自己認識が甘い場合でも、否定せずに今のままを受

け入れながら、継続的な相談・支援をする方針で進め、就職後にも随時連絡を取ったり面接を行うなど、

励ましや助言・支援を行う。 
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 （2）活動実績 

・「ふれあい広場活動」と「就労支援活動」の一体化により、他者とのコミュニケーションの機会を持ちな

がら就労を目指すことができることから，個々の青少年の特性に合った支援がより可能となっている。 

・相談者は無職少年が多いほか、アルバイトに興味を持つ高校生にも助言を行っている。 

・令和６年度の実績として、本体では電話やメール相談、面接相談を行い、通信制高校等に通いながら

アルバイトをすることが叶った通所者もおり、延べ12名が就労している。就労先は飲食店やファストフ

ードなどとなっている。また、サテライトでは延べ11名が就労しており、就労先はスーパー、飲食業、ホ

テル清掃、車整備工場などとなっている。 

◆就労支援対象者学識別人数                                   （単位：人） 

 
無職 中学生 高校生 他学生 男女別計 

合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

R４年度(本体) 5 4 0 0 5 3 0 0 10 7 17 

R４年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 0 0 7 11 5 3 1 0 13 14 27 

R５年度(本体) 5 3 3 4 6 4 1 2 15 13 28 

R５年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 2 0 13 7 3 3 0 0 18 10 28 

R６年度(本体) ３ ４ ０ ０ ５ ５ ０ ４ ８ １３ ２１ 

R６年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 1 3 11 6 15 15 4 1 31 25 ５６ 

◆延べ相談回数                            （単位：回） 

 
電話 
メール 
LINE 

所内 所外 合計 

R４年度(本体) 94 16 156 266 

R４年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 67 27 40 134 

R５年度(本体) 306 185 48 539 

R５年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 73 5 66 144 

R６年度(本体) ２１５ １１５ ４７ ３７７ 

R６年度(ｻﾃﾗｲﾄ) 7 82 33 １２２ 

 

3 ふれあい広場・就労支援利用までの流れ 

本人・保護者からの相談、関係機関からの紹介、街頭指導 
1 

センター内情報共有 
12 

3 関係機関へ紹介、専任指導員による見守り等 

ふれあい広場見学、インテーク・情報収集 
4 

体験通所（本人・保護者） 
5 

受理会議 
6 

7 関係機関へ紹介、専任指導員による見守り等 
8 

通所支援方針会議 
9 

利用開始：「ふれあい広場・就労支援活動」利用届の受理 
10 

必要に応じて、ケース会、保護者面談、関係機関との情報交換 
11 

【継続】通所支援方針会議 
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Ⅳ 街頭指導活動 
 

１ 活動の概要 

街頭指導は、仙台市中心部の繁華街、ＪＲ仙台駅構内とその周辺、地下鉄泉中央駅及び長町駅を中心と

した地下鉄駅とその周辺、さらに市内64中学校区で青少年が集まる場所等を、センターの専任指導員及び

青少年指導員が巡回し、青少年への声掛けを通して、非行の未然防止や早期発見、早期対応、犯罪被害の

防止、そして健全育成を図ることを目的としている。日々の巡回で出会う青少年との関わりの中から、その

子の背景にある問題点を見出し、必要な支援をしていくところに活動の意義がある。 

 

2 青少年指導員の構成 

仙台市青少年指導員は、小・中・高校教員をはじめとして、ＰＴＡ、民生委員児童委員、保護司、健全育成

関係団体員などで構成されている。 

高等学校教員 114名 特別支援学校教諭 13名 健全育成団体等  18名 

中学校教員 298名 民生委員児童委員 57名 ＰＴＡ 120名 

小学校教員 199名 保護司 8名 合 計 827名 

 

3 街頭指導体制 

巡回形態・時間 回数 参加者 

中
央
街
頭
指
導 

①午後指導 16:00～18:00 月 2回 
専任指導員 
青少年指導員 
（中等教育学校，高等学校，一部の支援学校教員） 

②夜間指導 18:00～20:00 月 2回 
専任指導員 
青少年指導員 
（中等教育学校，高等学校，一部の支援学校教員） 

 
③所員指導 

 

9:00～11:30 

16:00～18:00 月計画 専任指導員，他 

中学校区街頭指導 中学校区の計画による 月 1回 中学校区の青少年指導員 

特
別
街
頭
指
導 

①行事指導 市中総体等の全市的な学校行事や七夕等の巡回 

②依頼指導 中学校区や高校の計画で、校外指導、繁華街の状況把握を目的とする中央街頭指導 

③出張指導 中学校区指導において、地域の状況把握と情報収集を目的とする巡回指導 

 

 （1）中央街頭指導 

センターの専任指導員（７名）と青少年指導員がグループ

を組み、市内繁華街等で実施している。巡回コースは、 次

の６コースを設定している。 

①仙台駅構内及び周辺 ②名掛丁周辺 

③中央通り周辺 ④一番町周辺 

⑤地下鉄泉中央方面 ⑥地下鉄長町方面 

 

 （2）特別街頭指導 

「行事指導」「依頼指導」「出張指導」について、令和6年度

は下記のとおり実施している。 

①行事指導・・・夏季・冬季特別夜間街頭指導 

②依頼指導・・・宮補連依頼指導 ２回、高校依頼指導 1回、山形市依頼指導 1回 

③出張指導・・・3回 

「巡回コース図」（市内中央部のみ） 

 

①      

 
② 

 
③

 

④ 

 



- 14 - 

4 指導状況 

飲酒・喫煙・夜間徘徊・不健全娯楽等の不良行為や、ゲーム場への出入り等について指導を行っている。

ここ数年「小学生」「中学生」へ「ゲーム場での声掛け」をするケースが多く見受けられる。 

◆指導実施回数                                                   （単位：回） 

 
中央街頭指導 中学校区 

街頭指導 
特   別 
街頭指導 

所員指導 合計 
午前 午後 夜間 小計 

R４年度 22 106  8 136 382  5 10 533 

R５年度 20 70 19 109 386  7 66 568 

R6年度 24 140 22 186 370 10 ※ 566 

※中央街頭指導に含む 

◆学識別・男女別指導状況                                            （単位：人） 

 
小学生 中学生 高校生 他学生 有職・無職 男女別計 

合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

R４年度 40 46 239 276 13 28 1 0 6 1 299 351 650 

R５年度 117 68 674 383 36 36 0 0 8 2 835 489 1,324 

R6年度 223 86 729 426 53 62 0 0 12 5 1,017 579 1,596 

◆月別指導状況                                                   （単位：人） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

R４年度 23 56 28 45 0 45 123 45 27 51 32 175 650 

R５年度 56 60 71 98 160 126 258 45 110 70 79 191 1,324 

R6年度 74 128 151 218 182 128 161 88 145 72 92 157 1,596 

◆行為別指導状況                                                  （単位：件） 
 

喫煙 怠学 
不良 
交友 

不健全
娯楽 

盛り場 
徘徊 

夜間 
徘徊 

飲酒 家出 
金銭の 
問題 

その他
の不良
行為 

窃盗 
ゲーム
場での
声掛け 

その他
の心配
な行為 

合計 

R4年度 10 20 6 8 0 0 1 0 1 1 0 587 41 675 

R5年度 37 24 0 13 0 0 0 0 11 0 0 1,172 112 1,369 

R6年度 62 27 1 50 0 0 3 0 0 1 0 1,362 153 1,659 

※青少年1名に対して複数の指導を行っている場合あり。 

 

5 声掛け状況 

街頭指導において、指導までには及ばないが、心配な様子の青少年に声掛けを行っている。 

「早めの帰宅」を促す声掛けが最も多く、盗撮被害防止や座り方、荷物管理に関しての注意喚起など、主

に犯罪被害の未然防止のための声掛けが多い状況である。 

◆学識別・男女別声掛け状況                                           （単位：人） 

 
未就学児 小学生 中学生 高校生 その他 男女別計 

合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

R４年度 9 2 110 103 284 199 369 1,030 61 134 833 1,468 2,３０１ 

R５年度 7 8 475 376 438 315 380 1,246 182 178 1,482 2,123 3,605 

R6年度 2 3 504 208 288 234 347 931 129 167 1,270 1,543 2,813 

◆声掛け注意内容別状況                                              （単位：件） 

 
盗撮被
害防止 

座り方 
荷物の
管理 

過度な
いちゃ
つき 

早退 
遅刻 

早めの
登校 
帰宅 

金銭の
管理 

習い事 
小学生
の 
学区外 

帰宅 
時間外 

保護者
と 

別行動 

学校 
行事 
代休 

挨拶 
程度 

相談の 
促し 

その他 
注意 
喚起 

合計 

R4年度 333 31 193 6 19 1,430 - - - 32 - - 232 15 109 2,400 

R5年度 428 42 161 4 4 2,477 - - - 206 - - 274 48 44 3,688 

R6年度 292 31 211 4 5 1,719 - - - 285 - - 257 12 53 2,869 
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Ⅴ  広報啓発活動 
 

１ 青少年健全育成講演会 

毎年7月の「青少年の被害・非行防止全国強調月間」「社会を明るくする運動強調月間」にあわせ、青少

年の心理をもとに、家族や周囲の大人がどう関わるべきか、理解を深め、支援のあり方について学ぶことを

目的として、講演会を開催している。 

日 時 演  題 講  師 参加者数 

7月16日(火) 
13:45～16:00 

いじめ問題をめぐる現状と課題 
～今日の時代精神から考える～ 

筑波大学教授 
 土井 隆義 氏 

140 

 

2 各種セミナー等 

（1） 市民セミナー 

①思春期のこどもの理解 

思春期のこどもの心や行動、発達について理解し、子育てや青少年健全育成の一助としてもらうことを

目的として開催している。 

日 時 講 座 内 容 講  師 参加者数 

6月４日(火) 
18:30～20:00 

「グレーゾーンならではの辛さの理解と支援
の在り方」 

宮城学院女子大学教授 
  白石 雅一 氏 

４５ 

6月11日(火) 
18:30～20:00 

「よりよい子育ての秘訣とは？～親も子も自
分を大切にして生きること～」 

東京家政大学教授 
     杉山 雅弘 氏 

３３ 

②子育てセミナー 

乳幼児の子育てや、こどもに対する関わり方について理解し、子育ての一助としてもらうことを目的とし

て開催している。 

日 時 講 座 内 容 講  師 参加者数 

10月１０日(木) 
10:00～11:30 

「安心感を育む親子のコミュニケーション」 
国土交通省東北地方整
備局外部カウンセラー 
      加藤 和子 氏 

１５ 

③子育てに生かす家族のコミュニケーション 

子育てや家族のコミュニケーションのあり方等について考えを深める一助としてもらうことを目的として

開催している。 

日 時 講 座 内 容 講  師 参加者数 

10月１７日(木) 
18:30～20:00 

「不登校・ひきこもりの家族支援」 
東北大学大学院教授 

若島 孔文 氏 
３２ 

10月24日(木) 
18:30～20:00 

「家族関係とアンガーマネジメント～不確実
な時代を生き抜く力を持ったこどもを育てる
ために～」 

文教大学教授 
      布柴 靖枝 氏 

３６ 

 

（２）関係機関職員研修会 

児童・青少年に関わる健全育成や教育に携わる支援者が、喫緊の児童・青少年の課題について理解し、

支援のあり方について考えることを目的として開催している。 

日 時 講 座 内 容 講  師 参加者数 

2月18日(火) 
15:00～17:00 

「教育と福祉のネットワークを活用した支援の
実際～本当に必要なところへ支援を届ける
ために～」 

（公財）さっぽろ青少年
女性活動協会 
      松田 考 氏 

36 
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3 出前講座 

依頼があった場合に市政出前講座を実施するとともに、小学校の就学時健康診断・新入学児童保護

者説明会において、新入生の保護者を対象とした子育て講座を開催している。 

講   座 件数 参加者数 

市政出前講座 1 7 

就学時健康診断・新入学児童保護者説明会（子育て講座） 8 332 

 

4 講演会講師派遣 

主催団体（講演会・研修会名） 講演テーマ 参加者数 

高砂中学校区青少年健全育成連絡協議会（全体
研修会） 

こども若者相談支援センターの活動と青
少年の状況 

50 

高砂中学校健全育成講演会 繁華街の実態について 392 

法務教官応用科研修（全体研修） 
少年保護関係機関の機能と役割 
～非行相談と立ち直り支援～ 

40 

青葉区民生委員児童委員協議会（全体研修会） 困難を抱える若者への支援 366 

 

5 視察来所の状況 

１０月１７日（木）に山形市青少年指導センターの視察を受け入れ、合同で街頭指導を実施した。 

 

6 青少年健全育成団体活動の広報活動 

（1）仙台青少年健全育成推進会議ホームページ 

参画団体である「仙台市青少年健全育成協議会」「社会を明るくする運動仙台市推進委員会」「仙台市

子ども会連合会」「仙台市地域子育て支援クラブ連絡協議会」「青葉区BBS会」のイベント告知・イベント

開催状況等の情報発信を行っている。 

  

（2）映像配信 

仙台市少年の主張各区大会、仙台市青少年フェスティバルの様子を、YouTubeにて映像配信を行っ

ている。 

 

7 こども若者相談支援センターホームページの運用 

仙台市ホームページにおいて「こども若者相談支援センターホームページ」を開設しており、センターの業

務概要や行事等について、広報を行っている。                          

 

                        

 

 

                                               

 

 

 

 

QR コードからアクセスできます 
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8 機関紙の発行 

（1）「銀杏坂タイム」 

令和 6年度版として 1６４～170号まで発行。業務の概要説明、行事についてのお知らせや報告など、

幅広く当センターやふれあい広場サテライトを含む活動について広報している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）「ふれひろだより」 

令和６年度版として 70～78 号まで発行。ふれあい広場の活動紹介、各月の行事のお知らせなどを掲

載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）「街頭指導通信 一期一会」 

令和6年度版として計11回発行。中央街頭指導の状況（指導人数・声掛け人数）や街頭での青少年

の様子等をまとめ、学校に送付している。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

※「銀杏坂タイム」「ふれひろだより」は当センターホームページより閲覧が可能となっている。 

 

9 各種PRカード、リーフレット等の配布 

こども若者電話相談 PR カード（図①）及びヤングケアラー相談 PR カード（図②）は、市立と市内小学校

の 4 年生から高校生までの全生徒に配布している。また、子育て何でも電話相談 PR カード（図③）は、市

立と市内小学校１年生から３年生、各区の保健福祉センター家庭健康課をはじめ、認定こども園、保育所、

保育園、幼稚園、のびすく、児童館等に配布している。合わせて、こども若者相談支援センターリーフレット

（図④）も送付している。 
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《図① こども若者電話相談 PRカード》        《図② ヤングケアラー相談 PRカード》 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

《図③ 子育て何でも電話相談 PRカード》          《図④ センターリーフレット》 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

ふれあいカード（図⑤）は、心配な様子が見られる青少年に声掛けをする際に配り、視覚的にもわかりや

すく注意喚起を行っている。青少年本人はもとより、保護者や学校にも声掛けの事実があったことや、街頭

指導の趣旨等をしっかり伝えるねらいもある。特に、不登校児や悩みを抱えていると思われる青少年に声を

掛けた場合には、相談先一覧カード（図⑥）を渡し、当センターの相談業務やふれあい広場についての説明

をして、その後の支援に繋げるように対応している。 

 

《図⑤ ふれあいカード》 

表面                                  裏面 
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《図⑥ 相談先一覧カード》 

表面                                  裏面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

街頭指導活動の取組 ～安全安心な生活を支えるための街頭指導活動～ 

当センターでは、「聴く」「寄り添う」「一緒に考える」をテーマに、「青少年に出会いに行く」見守り

活動を目指しています。 

価値観の多様化はもちろんのこと、情報化社会の進展等により、スマートフォンをはじめとしたＳＮ

Ｓ、オンラインゲームといったインターネット環境が身近にあります。他者との直接的な関わりや地域

社会の結びつきが希薄化している今だからこそ、街頭指導活動をとおして、挨拶から始まり、目を合

わせ、大人と青少年が「対話」をすることに大きな意味があると感じています。当センターとしても「一

期一会」の出会いを大切にし、家庭・地域・学校以外にも力になりたいと思っている機関、支援者が

いることを粘り強く発信し続けていきたいと思っております。 

今後も非行の未然防止や早期発見・対応、犯罪被害の防止はもちろんのこと、青少年と心が繋が

る温かい見守り活動を実施する必要があると感じています。 
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Ⅵ  青少年健全育成団体等活動支援 
 

１ 支援の概要 

青少年の健全育成を目的として、こども同士のふれあいの場を設けたり、非行防止活動などの啓発活

動、地域の安全安心に関する点検や見回り活動を行うほか、研修会・講習会、相談活動など様々な活動

を自主的に取り組んでいる団体を総称して「青少年健全育成団体」と呼んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども若者相談支援センターは、仙台市内で活動している青少年健全育成団体の運営や取り組み方

などを一緒に考えていく拠点として、次の役割を担っている。 

○ 団体運営についての助言や指導 

○ 事務処理や各種書類等の作成支援 

○ 事業計画・活動への助言 

○ 会議室・事務機器の提供 

○ 団体の事業費や運営費に要する費用に係る補助金の交付 

 

 

2 仙台市が事務局を担っている団体 

仙台市では、「社会を明るくする運動仙台市推進委員会（委員長－仙台市長）」の事務局を担ってい

る。「社会を明るくする運動仙台市推進委員会」では、再犯防止、青少年の非行防止や立ち直り支援に

関する活動に加え、教育機関と連携して運動の趣旨に関する啓発に取り組むなど、未来を担うこどもた

ちの健全育成に、地域社会とともに取り組んでいる。 

毎年７月の「社会を明るくする運動強調月間」には、「青少年健全育成講演会」を仙台市と共催で開催

しているほか、市政だよりや市政ラジオなど広報媒体を活用しての広報や、チラシ・クリアファイルの配布

を行うなどの啓発活動を行っている。 

 

3 団体間の連携 

仙台市では、各団体が持っている青少年健全育成に関する経験やノウハウを共有することで、より効

率的で内容の充実した青少年に対する支援活動が行われるよう、青少年健全育成団体間の連携を図り、

未就学児童から小中高校生まで一体で健全育成活動に取り組める環境づくりを目指している。 

令和６年度は、仙台市青少年健全育成協議会が主催している「少年の主張各区大会」の記録映像制

作、映像配信等を仙台市青少年健全育成推進会議が行った。少年の主張各区大会参加者・参加中学

校には、記録映像を贈呈した。 

 

 

 

仙台市内の主な健全育成団体 

ガールスカウト仙台地区協議会、仙台子どもまつり実行委員会、仙台市保護司会連絡協議会、更生

保護法人宮城東華会、各区児童福祉協議会連絡協議会、社会を明るくする運動仙台市推進委員会、

仙台市内の子ども会育成会連合組織、仙台市地域子育て支援クラブ及び連絡協議会、仙台市青少年

健全育成協議会、仙台市青少年健全育成推進会議 他 
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4 仙台市青少年健全育成推進会議 

平成30年度から、こどもたちが元気に活躍する姿を見てもらうことで広く市民の方に青少年の健全育

成についての周知を図ることを目的に、複数の健全育成団体の代表者が集い、新たに「仙台市児童・青

少年健全育成大会実行委員会」を立ち上げ、日々の活動を広く市民に発表する場として、毎年11月に

「仙台市児童・青少年健全育成大会」を実施している。 

また、令和３年４月のホームページ開設を機に、広く児童・青少年健全育成活動の推進や青少年健全

育成団体間の連携協力及び交流を図ること等を活動目的に加え、名称を「仙台市児童・青少年健全育

成推進会議」に変更した。さらに、令和５年４月には、会議の名称を「仙台市青少年健全育成推進会議」

に、開催する大会の名称を「仙台市青少年フェスティバル」に、それぞれ変更している。 

今後もホームページ等を活用し、フェスティバルの準備や各団体の活動紹介を通して、青少年健全育

成について情報発信を行う。 

【参画団体】 

・ 仙台市青少年健全育成協議会（少年の主張） 

・ 社会を明るくする運動仙台市推進委員会 

・ 仙台市子ども会連合会 

・ 仙台市地域子育て支援クラブ連絡協議会 

・ 青葉区ＢＢＳ会 

【ホームページ】 

仙台市青少年フェスティバルの準備状況や各

団体の活動紹介を通して、青少年健全育成につ

いて情報発信を行っている。 

 

 

 

 

 

【仙台市青少年フェスティバル（令和６年度）】 

●名称・サブタイトル：仙台市青少年フェスティバル2024 「集まれ！健やか青少年」 

●日時：令和６年11月９日（土） 13:00～16:00 

●会場：日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター） シアターホール 

●主催：仙台市青少年健全育成推進会議（共催：仙台市） 

●観覧者：20０人 

●内容

□仙台市立仙台青陵中等教育学校放送部 

心のこもった素晴らしいアナウンスで 

フェスティバルを進行していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□青少年健全育成活動団体表彰 

功績をたたえ、郷内俊一こども若者局長 

から参加団体に表彰状が授与されました。 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページアドレス 

https://www.growing-up-sendai.com/ 

（「growing-up」→「こどもから大人になる」「育つ」） 
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□仙台育英獅子太鼓部（仙台育英学園 高

等学校） 

ステージ発表本番です！厳しい練習の成

果を発揮した、素晴らしい迫力のある太鼓

演奏の披露でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□少年の主張 

各区大会最優秀賞受賞の中学生が、原稿

に頼ることのない意見発表を行い、来場者

は聞き入りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□田原 さえさん（ピアニスト） 

斎藤 めぐみさん（チェリスト） 

チェロの力強く優雅な音色と美しいピアノ

のセッションに来場者は魅了されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□聖ドミニコ学院小学校 合唱団 

「感謝は歌声で」を合言葉に活動を続ける

合唱団。美しく清らかなハーモニーを届けて

もらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□仙台城南高等学校 ダンス部 

さまざまなジャンルのダンスが、メドレー形

式で披露され、ノンストップで元気に踊り続

ける姿に、来場者からは大きな拍手をいた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□宮城県白石工業高等学校写真部 

フェスティバルの写真撮影に協力をいただき

ました。部員それぞれが役割分担に従い，記

録係として大活躍でした。 
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Ⅶ  仙台市青少年対策六機関合同会議 
 

１ 概要 

青少年対策に関わりをもつ仙台市の六機関が相互に連携し、円滑な業務の遂行を図ることを目的として、

定期的に開催している会議である。 

【構成機関（令和7年４月現在）】 

教育局：教育相談課、教育支援センター、特別支援教育課 

健康福祉局：北部・南部発達相談支援センター 

こども若者局：児童相談所、こども若者相談支援センター（事務局担当） 

＊平成26年度まで四機関合同会議であったが、平成27年度から、発達障害等の問題に対応するため、特別

支援教育課、北部・南部発達相談支援センターを入れた六機関合同会議となった。また、平成30年度から

子供未来局いじめ対策推進室（現：こども若者局いじめ対策推進課）が、令和4年度から教育局教育センタ

ーがオブザーバーとして参加している。 

 

2 活動状況 

年間3回の全体会と５回の担当者会を実施している。全体会の２回目は、仙台市立小・中学校長会生

徒指導部と合同で研修会を行った。担当者会では、テーマを設定した相互理解研修を行い、関係機関連

携や学校連携のあり方について話し合った。 

【令和６年度実績】 

日  時 名  称 会  場 内  容 

4月 ４日（木）  第1回 担当者会 
こども若者相談支援
センター 

令和６年度事業計画、全体会運営について 

4月12日（金）  第1回 全体会 
こども若者相談支援
センター 

令和６年度事業計画 等 

6月 5日（水）  第2回 担当者会 児童相談所 全体会運営について、相互理解研修等 

7月29日（月）  第2回 全体会 教育センター 

《小・中学校長会生徒指導部会合同研修会》 

①六機関の役割・各課事業説明 
   六機関「相談窓口一覧」配付 
②講話 
「SNSを介したトラブルの実態と警察との
連携について」 
講師：宮城県警察本部 新山 夕介氏 

株式会社 高山  鈴木 大介氏 

9月 ４日（水）  第3回 担当者会 
S-KET、こども若者
相談支援センター 

相互理解研修 

11月 ５日（火）  第4回 担当者会 
こども若者相談支援
センター 

冬休みの生徒指導について、相互理解研修 

1月１０日（金）  第5回 担当者会 
こども若者相談支援
センター 

冬季休業中の事故について、相互理解研修 

3月 ６日（木）  第3回 全体会 
こども若者相談支援
センター 

令和６年度事業報告、令和７年度事業計画 
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